
お
知
ら
せ

基
地
内
立
入
申
請
は
お
早
め
に
！

　

市
内
に
所
在
す
る
米
軍
施
設
・
区
域
へ
墓

参
り
等
の
た
め
、
立
入
り
を
希
望
す
る
方
は
、

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
清
明
祭
な
ど
に

よ
り
、
４
月
は
多
数
の
申
請
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
締
切
】

・
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

休
日
・
祝
祭
日
を
除
く
立
入
り
の
10
日
前

ま
で

・
キ
ャ
ン
プ
コ
ー
ト
ニ
ー
及
び
キ
ャ
ン
プ
マ

ク
ト
リ
ア
ス

立
入
り
の
７
日
前
ま
で

【
申
請
に
必
要
な
事
項
】

①
立
入
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

②
立
入
日
及
び
立
入
時
間

③
立
入
り
す
る
際
に
使
用
す
る
車
両
番
号
な

ど
※
立
入
り
を
希
望
す
る
施
設
に
よ
っ
て
、
若

干
申
請
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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i n f o r m a t i o n

平
成
22
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
補
助
金
に
つ
い
て

　

水
質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
有
効
な
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
対
象
地
域
】

　

う
る
ま
市
内
に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
の

整
備
計
画
が
当
分
の
間
（
概
ね
７
年
以
上
）

見
込
ま
れ
な
い
地
域

ま
ち
づ
く
り
課

1
９
７
３
｜
５
０
２
９

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

【
対
象
数
】

・
５
人
槽
（
８
基
）

・
６
〜
７
人
槽
（
４
基
）

・
８
〜
10
人
槽
（
２
基
）

【
補
助
限
度
額
】

・
５
人
槽　

３
３
２
，
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽　

４
１
４
，
０
０
０
円

・
８
〜
10
人
槽　

５
４
８
，
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】

４
月
１
日
（
木
）
〜
５
月
31
日
（
月
）

【
申
込
場
所
】
環
境
課
（
本
庁
地
階
）

具
志
川
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

　

具
志
川
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ま
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

観
光
課

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火
災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を防止し、
高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産
の損失を防ぐことを目的としています。
　火災を発生させないために、日頃から家庭、地域、職場等に
おいて火災予防を心掛けてください。

日頃からの火災予防運動！

あなたの家庭にも住宅用火災警報器を設置しましょう！
消防本部　予防課　1 ９６５−２１２２

重点目標

命を守る７つのポイント

①住宅防火対策の推進

②放火火災・連続放火火災防止対策の推進

③特定防火対象物等における防火安全対策の徹底

④製品火災の発生防止に向けた取組の推進

⑤林野火災予防対策の推進

３つの習慣

・寝たばこは、絶対やめる。

・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する。

・寝具、衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

・火災を小さなうちに消すため、住宅用消火器などを設置する。

・お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制

をつくる。


